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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し。

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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百

歳

お

め

で

と

う

（
磯
谷
地
区

田
中

み
や
さ
ん
）

今 月 の 紙 面

２～３ 平成６年度予算

４ 長者番付

５ 国保のしおり

６～７ 保健婦だより

５月の保健事業

８～９ 教育だより

１０～１１ 税務だより

１２ 佐井村

行政機構図

１３～１４ お知らせ

１５ 交母だより

１６ くらしの情報



平成６年度予算 前年度比１．３％減
２５
億
９
，
３２７
万 ９ 千円

（一般会計）

去
る
三
月
十
一
日
開
会
さ
れ
た
平
成
六
年
度
第
一
回
佐
井
村
議
会

定
例
会
で
、
平
成
六
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
、
地
方
財
政
計
画
及
び
村
振
興

計
画
等
に
基
づ
き
厳
し
い
財
政
事
情
を
認
識
し
な
が
ら
、
農
林
漁
業

の
生
産
基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
、
生
活
環
境
、
教
育
環
境
の
整
備
充

実
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
て
具
体
的
な
施
策
を
講
じ
た
も
の
で

す
。

本
年
度
の
主
な
事
業

■

生

活

環

境

の

整

備

と

地

域

の

安

全

対

策

道

路

整

備

・
牛
滝
線
特
殊
改
良
事
業

・
県
道
整
備
負
担
金

消
防
施
設
整
備

・
防
火
水
槽
新
設
事
業

空
地
用

二
基

災
害
防
止
事
業

・
急
傾
斜
地
対
策
事
業
負
担
金

■

保

健

医

療

と

福

祉

の

充

実

健
康
医
療
対
策

・
健
康
教
育
及
び
相
談
事
業

・
健
康
づ
く
り
及
び
成
人
病
予
防
対
策
事
業

・
食
生
活
改
善
及
び
運
動
普
及
推
進
事
業

環
境
衛
生
対
策

・
斎
場
建
設
事
業

社
会
福
祉
対
策

・
各
種
福
祉
団
体
活
動
補
助
金

・
重
度
障
害
者
、
母
子
家
庭
等
児
童
医
療
扶
助

老
人
福
祉
対
策

・
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

・
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
補
助
金

児
童
福
祉
対
策

・
青
少
年
健
全
育
成
推
進
事
業

」

産

業

振

興

対

策

漁

港

整

備

・
漁
港
負
担
金
（
牛
滝
漁
港
、
磯
谷
漁
港
修
築
、

佐
井
漁
港
環
境
整
備
）

水
産
業
振
興
対
策

・
並
型
魚
礁
設
置
事
業

・
地
先
型
増
殖
場
増
成
事
業
費
負
担
金

・
水
産
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
費

特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

三
億
四
、
二
五
五
万
円

医
療
費
の
支
払
い
や
、
み
な
さ
ん
の
健
康
管
理
の
た
め
の
必
要
経

費
を
扱
う
会
計
。

老

人

保

健

特

別

会

計

二
億
九
、
四
五
九
万
円

壮
年
期
か
ら
疾
病
予
防
、
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
、
老
人
医
療
費

を
扱
う
会
計
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

二
億
五
、
二
九
二
万
円

清
潔
な
飲
料
水
を
供
給
す
る
た
め
、
水
道
施
設
の
建
設
や
維
持
管

理
を
扱
う
会
計
。

下

水
道
事
業
特
別
会
計

三
、
八
〇
五
万
円

健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水
域
及
び
海
辺
の
水

質
保
全
を
図
る
た
め
、
下
水
道
施
設
の
建
設
や
維
持
管
理
を
扱
う
会

計
。む

ら
お
こ
し
事
業
特
別
会
計

五
、
〇
二
七
万
円

村
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
産
品
を
開
発
し
商
品
化
に
努
め
る
た

め
の
会
計
。



『自然の恵みを生が`し、
健康で明るい村づくり』

を目指して
農
業
振
興
対
策

・
水
田
営
農
活
性
化
対
策
推
進
事
業

・
い
き
い
き
む
ら
づ
く
り
特
別
対
策
事
業

林
業
振
興
対
策

・
森
林
総
合
整
備
事
業

・
間
伐
促
進
強
化
対
策
事
業

観
光
・
地
場
産
業

・
企
業
誘
致
対
策
事
業

・
観
光
ル
ー
ト
整
備
促
進
事
業

活

性

化

対

策

・
都
市
・
国
際
交
流
事
業

・
姉
妹
町
村
交
流
事
業

・
イ
ベ
ン
ト
事
業

■

教

育

・

文

化

の

振

興

対

策

教
育
施
設
整
備

・
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
設
置
事
業

・
教
職
員
住
宅
新
築
事
業
（
佐
井
小
・
佐
井
中
・

福
浦
中
）

・
佐
井
小
体
育
館
改
修
事
業

・
福
浦
小
学
校
改
修
事
業

社
会
教
育
事
業

・
地
区
総
合
学
級
開
設
事
業

・
特
別
天
然
記
念
物
食
害
対
策
事
業

保
健
体
育
事
業

・
体
育
協
会
活
動
費
補
助
金

７２２，９４６円

・村民一人あたりの予算額（７４０，０９１円）

総 務 費 民 生 費 衞 生 費 農林水産業費 商 工 費

１２７，１９０円

（１５８，３５０円）

７０，４９０円

（１０７，１５５円）

１４１，１３０円

（ ６１，３４６円）

８２，２４４円

（７６，８６６円）

２８，６９８円

（３１，２８２円）

消 防 費 教 育 費 公 債 費 諸 支 出 金
予 備 費

そ の 他

４８，０６５円

（４２，０２４円）

６５，９４４円

（６３，７８４円）

１１５，６４７円

（１２０，８７７円）

６０，６７７円

（６１，２６２円）

（ ）は前年度



平成６年度 佐井村場所

長 寿 番 付

（平成６年４月１日現在）
東 西

格 付 氏 名 年齢 地 区 格 付 氏 名 年齢 地 区

横 綱 田 中 み や １００ 磯 谷 横 綱 宮 木 ふ よ ９７ 矢 越

大 関 吉 田 具 ９３ 古 佐 井 大 関 山 本 ま っ ９２ 古 佐 井

関 脇 坂 井 き ぬ ９２ 牛 滝 関 脇 中 村 じゅん ９２ 古 佐 井

小 結 田 中 す五郎 ９２ 磯 谷 小 結 坂 井 よ 江 ９２ 牛 滝

前頭｜ 舘 脇 た き 引 矢 越 前頭｜ 松 林 国三郎 引 古 佐 井

ク ２ 渡 辺 は っ 引 古 佐 井 ク ２ 間 山 ス ェ 引 古 佐 井

ク ３ 福 田 さ だ ９１ 大 佐 井 ク ３ 柳 田 た け ９０ 福 浦

ク ４ 横 浜 與太郎 ９０ 磯 谷 ク ４ 横 浜 す ゑ ９０ 磯 谷

ク ５ 竹 内 き そ ９０ 牛 滝 ク ５ 坂 井 み ゎ ８９ 福 浦

ク ６ 大 石 そ よ ８９ 長 後 ク ６ 奥 本 ち よ ８９ 古 佐 井

ク ワ 横 浜 ミ ョ ８９ 磯 谷 ク ７ 福 田 か と ８９ 古 佐 井

ク ８ 横 浜 た き ８９ 原 田 ク ８ 小 沢 み よ ８９ 古 佐 井

ク ９ 舘 脇 せ っ ８９ 矢 越 ク ９ 東 出 きくゑ ８９ 磯 谷

ク１０ 加 藤 と ま ８８ 原 汪７ ク１０ 太 田 き ぬ ８８ 大 佐 井

ク 囗 田 中 さ と ８８ 磯 谷 ク 囗 高 橋 ゅ き ８８ 原 田

ク １２ 横 浜 一 郎 ８８ 磯 谷 ク１２ 宮 野 ヲテイ ８８ 大 佐 井

ク１３ 石 戸 よ ね ８８ 古 佐 井 ク１３ 加 藤 か よ ８８ 原 田

ク１４ 金 沢 み な ８８ 大 佐 井 ク１４ 川 村 り さ ８８ 大 佐 井

ク１５ 池 田 定 吉 ８７ 長 後 ク１５ 正 村 政 信 ８７ 大 佐 井

ク１６ 吉 浦 ち せ ８７ 磯 谷 ク １６ 田 中 り せ ８７ 福 浦

ク １７ 羽 ；匕 ｌ ワ ８７ 大 佐 井 ク １７ 木 下 ち ゑ ８７ 矢 越

ク１８ 中 村 ヤ サ ８７ 矢 越 ク１８ 磯 川 よ ゑ ８７ 古 佐 井

ぶいつ までもお元 気であります よう念 じます。



国
保
の
し
お
り

○
守
ろ
う
／
’
国
民
健
康
保
険

国
憚
は
、
病
気
や
ヶ
ガ
に
備
え

て
み
な
さ
ん
が
普
段
か
ら
保
険
税

を
出
し
合
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
医
療
費
補
助
に
あ
て
る
、
医
療

保
険
の
一
つ
で
す
。

国
保
は
、
農
業
や
漁
業
、
自
営

業
な
ど
の
方
々
を
対
象
と
し
て
お

り
、
健
や
か
で
明
る
い
暮
ら
し
の

た
め
に
、
大
切
な
制
度
で
す
。

み
な
さ
ん
の

。助
け
合
い
”
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
国
保
制

度
を
、
こ
れ
か
ら
も
未
永
く
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

国保
への届け出は
１４日以内に７ｙ

看護の心を
みんなの心に

医療費の状況

〔１月診療分〕



保 健 婦 だよ り

すすんで健診を

受けましよう

～一年を健康に

過ごそう～

健
康
管
理
の

ス
タ
ー
ト
は
健
診
か
ら

圉

は

じ

め

に

健
診
は
主
に
、
か
ら
だ
の
老
化

現
象
に
よ
っ
て
発
疱
す
る
成
人
病

の
発
見
に
役
立
ち
ま
す
。
ま
だ
若

さ
と
健
康
に
自
信
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
人
も
、
生
理
的
に
老
化
の

始
ま
る
年
代

三
石

～
四
〇
歳
頃
）

に
な
っ
た
ら
、
す
す
ん
で
受
診
し

健
康
の
検
査
の
ほ
と
ん
ど
は
、

一
年
三
六
五
日
の
一
日
、
そ
れ
も

数
時
間
で
す
み
ま
す
。
残
り
の
三

六
四
日
を
健
康
で
い
き
い
き
過
ご

す
た
め
に
も
、
年
に
一
度
、
積
極

的
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

自
覚

症
状
が

な
く

て

も

回

油

断

は

禁

物

自
覚
症
状
が
な
い
と
、。
つ
い
健

康
と
思
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

成
人
病
の
多
く
は
、
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
気

付
い
た
と
き
に
は
す
で
に
手
遅
れ

と
い
っ
た
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
健
康
を
守

る
た
め
に
普
段
か
ら
気
を
付
け
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

三
月
号
の
保
健
婦
だ
よ
り
で
紹

介
し
ま
し
た
が
、
村
で
は
脳
卒
中

の
新
発
生
予
防
に
む
け
て
磯
谷
地

区
で
健
康
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
健
康
に
対
す
る
考
え

方
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

し
ま
し
た
。

自
分
の
健
康
保
持
の
た
め
に
心

が
け
て
何
か
を
実
行
し
て
い
る
九

〇
人
の
う
ち
、
六
五
人
が

ズ
疋
期

的
に
検
診
を
受
け
る
”
と
答
え
て

い
ま
し
た
。

健
診
は
、
か
ら
だ
の
異
常
の
有

無
を
調
べ
、異
常
が
み
つ
か
れ
ば
、

芽
の
段
階
で
、
あ
る
い
は
手
遅
れ

に
な
ら
な
い
状
態
の
う
ち
に
治
療

で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

同
時
に
、
今
ま
で
つ
き
あ
っ
て
き

た
自
分
の
か
ら
だ
の
変
化
が
数
値

で
現
れ
、
視
覚
的
に
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
ど
こ
か
悪
い
と
言
わ
れ
る
の

が
恐
い
」
と
言
っ
て
健
診
か
ら
逃

げ
る
人
も
い
ま
す
。
健
診
は
、
明

日
か
ら
よ
り
意
欲
的
に
す
ご
す
た

め
の
も
の
と
考
え
、
会
場
ま
で
足

を
運
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

保
健
衛
生
事
業
の
紹
介

リ
ハ
ビ
リ
教
室

村
で
は
、
平
成
二
年
度
か
ら
リ

（

ビ
リ
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る

人
及
び
医
療
機
関
で
の
機
能
訓
練

終
了
後
も
引
き
続
き
訓
練
の
必
要

な
人
を
対
象
に
、

①
同
じ
障
害
を
も
っ
た
者
同
士
が

仲
間
づ
く
り
、
い
き
が
い
づ
く

り
が
で
き
る
。

②
残
っ
た
機
能
の
低
下
を
防
ぎ
寝

た
き
り
に
な
ら
な
い
。

③
日
常
生
活
の
自
立
が
助
長
で
き

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
リ
（

ビ
リ
教
室
を
利
用

し
て
い
る
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

利用者：脳卒中後遺症者 ７人

（男４人・女３人）

→うち車椅子使用１人

５月

の
保
健
事
業

１０
日

づ

’`相
談
日

昌

二

言

３０ ２
０ ０
（

午
前
９
時
～
１２
時

場
所

役
場
・

健
康
相
談
室

電
話
で
の
健
康
相
談
も
受
付
し

ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

し
て
く
だ

さ
い
。

９
日
㈲

乳

が
ん
・
甲
状
腺
・
子

宮

が
ん
健
診

場
所

ア
ル

ザ
ス

受
付
時
間

午
後
１２
時
～

肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検

診
、
基
本
健
康
診
査

１２
日
水

古

佐
井

地
区

対
象

場
所

農
業
研

修
セ
ン
タ
ー

１３
日
㈲

大

佐
井

地
区

対
象

場
所

ア
ル

ザ
ス

１７
日
㈹

矢

越
地
区
対

象

場
所

矢

越
地
区
生
活
改

善
セ

１８
日
水

原
田

地
区
対

象

場
所

原
田

地
区
生
活
改

善
セ

ン
タ
ー

１９
日
用

川

目
地
区
対

象

場
所

川

目
地
区

生
活
改
善
セ

ン
タ
ー

２０
日
謳

磯
谷
地
区
対

象

場
所

磯
谷
地
区

漁
民
研
修
セ



平成５年度実施状況

１ １０月は、利用者以外にも脳卒中後遺症者３人、

脳卒中後遺症者をかかえる家族１１人、

一般２人の参加あり

平
成
六
年
度
か
ら
は
、
む
つ
総

合
病
院
の
理
学
療
法
士
に
よ
る
訓

練
を
年
三
回
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

佐

井

村

に

居

住

す

る

四

〇

歳

以

上

の

者

で

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

も

の

①
病
気
・
事
故
等
の
医
療
終
了
後

も
継
続
し
て
訓
練
を
行
う
必
要

の
あ
る
者

②
身
体
機
能
な
ど
に
支
障
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
な
訓

練
を
受
け
て
い
な
い
者

③
老
化
等
に
よ
り
心
身
の
機
能
が

低
下
し
て
い
る
者

参
加
者
の
拡
大
を
め
ざ
し
て
、

保
健
婦
の
訪
問
等
に
よ
り
教
室
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

訓
練
会
場
ま
で
の
送
迎
も
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
保
健
衛

生
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２６
日
水

長
後
地
区
対
象

場
所

長
後
地
区
生
活
改
善
セ

ン

タ
ー

２７
日

㈲

福
浦
地
区
対

象

場
所

福
浦
地
区
生
活
改
善
セ

３１
日
㈹

牛
滝
地
区
対

象

場
所

牛
滝
集
会
所

老
人
健
康
教
室
・
母
親
教
室
等

２３
日
圓

老
人
健
康
教
室

時
間

午
前
１０
時
～
１２
時

場
所

あ
す
な

ろ

２４
日
火

母
親
教
室

時
間

午
後
１
時
～
３
時

場
所

役
場
振
興

セ
ン

タ
ー
和
室

２５
日

水

リ
（

ビ
リ
教
室

時
間

午
前
１０
時
～
午

後
３

絲

場
所

ア
ル

ザ
ス

３１
日
㈹

乳
児

・
三

歳
児

健
診

受
付
時
間

午
後
１２
時
３０
分

～
１２
時
５０
分

対

象
（
乳
児

）
平

成
５
年
１０
月
生

平

成
６
年
１
月
生

平

成
５

年
５
～
７
月
生

三

歳
児

）

平

成
２
年
１０
～
１２
月
生



教

育

だ

よ

り

こ
の
春
、
佐
井
村
に
転
任
し
た

新
し
い
先
生
を
紹
介
し
ま
す

・ 佐井小学校

教
頭

浜
中

正

馬
門
小
学
校
か
ら

教
諭

古
谷

吉
光

奥
戸
小
学
校
か
ら

・原田小学校
糞
謖
教
諭

榊

景
子

石
持
小
学
校
か
ら

≒
扠
頭

横
山

岩
雄

浪
岡
小
学
校
か
ら

・ 磯谷小・中学校

教
頭

工
藤

初
穂

莨
町
小
学
校
か
ら

教
諭

羽
立

早
苗

小
田
野
沢
小
学
校
か
ら

講
師

鈴
木
み
ゆ
き

新
採
用

・ 長後小・中学校

校
長

竹
内

光
男

猿
ヶ
森
中
学
校
か
ら

教
頭

宮
島

知
明

尻
屋
小
学
校
か
ら

教
諭

平
井

和
久

む
つ
中
学
校
か
ら

教
諭

佐
々
木
理
代

大
平
小
学
校
か
ら

養
護
教
諭

村
中

睦
子

蛇
浦
小
学
校
か
ら

講
師

上
野

恵
美

新
採
用



・ 福浦小・中学校

教
頭

大
邑
登
喜
夫

烏
沢
小
学
校
か
ら

講
師

菊
池
江
美
子

正
津
川
小
学
校
か
ら

糞
謖
助
教
諭

小
向
布
美
子

新
採
用

講
師

成
田

直
樹

新
採
用

・ 牛滝小・中学校

校
長

畑
中

錬
逸

北
部
中
学
校
か
ら

教
諭

千
船

学

北
部
中
学
校
か
ら

教
諭

柴
田

勝
也

城
ヶ
沢
小
学
校
か
ら

教
諭

笹
原

尚
子

易
国
間
小
学
校
か
ら

講
師

尾
野

可
奈

新
採
用

講
師

堀

み
香

新
採
用

・佐井中学校

教
諭

祐
川

俊
樹

む
っ
中
学
校
か
ら

主
事

佐
々
木
康
之

老
部
小
学
校
か
ら

講
師

宮
嶋

豊

新
採
用

講
師

杉
原
憲
一
郎

新
採
用



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

０ ０１７７－２３－２３７９

税
務
署
の
処
分
に

不
服
が
あ
る
と
き

税
務
署
長
が
行
っ
た
処
分
に
不

服
が
あ
る
と
き
は
、
税
務
署
長
に

対
す
る
「
異
議
申
立
て
」
や
国
税

不
服
審
判
所
長
に
対
す
る
「
審
査

請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
仙
台
国
税
不
服
審
判
所
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
税

〔
毎

月

の

源

泉

徴

収

〕

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
毎
月
給
与
の

支
払
い
を
受
け
る
と
き
に
は
、「
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
税
額
表
」
に

よ
っ
て
求
め
た
所
得
税
額
が
源
泉

徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

〔
年

末

調

整

〕

そ
の
年
の
最
後
の
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
に
、

毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
の
合

計
額
と
、
年
回
の
給
与
総
額
に
対

す
る
正
し
い
年
税
額
と
の
過
不
足

額
が
精
算
さ
れ
ま
す
。

こ
の
精
算
手
続
き
を
「
年
末
調

整
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。三
月
末
決
算
法
人
の

消
費
税
の
確
定
申
告

三
月
末
決
法
人
の
消
費
税
の
申

告
と
納
税
は
、
平
成
六
年
五
月
三

十
一
日
（
火
）
ま
で
。

消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
正
し

く
お
早
め
に
。

消
費
税
の
申
告
・
納
税
の
手
続

き
等
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な
ら

な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄

り
の
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
特
別
減
税

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

む
つ
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
事
務
に
携
わ
る
事
業
者
、

事
業
所
を
対
象
に
、
下
記
の
と
お

り
特
別
減
税
説
明
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
当
日
は
、
従
業
員
の
給

与
所
得
に
係
る
減
税
手
続
き
等
、

特
別
減
税
の
事
務
を
正
し
く
行
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
説
明
い
た
し

ま
す
の
で
、
対
象
者
の
方
は
御
出

席
く
だ
さ
い
。

説明会日程表

平

成

六

年

度

分

所

得

税

の

特

別

減

税

平
成
六
年
分
の
得
所
税
に
つ
い

て
、
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
特
別
減
税
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

〔
特

別

減

税

の

対

象

者

〕

平
成
六
年
分
の
所
得
税
の
納
税

者
で
す
。

〔
特

別

減

税

額

〕

平
成
六
年
分
所
得
税
額
の
二
〇

％
相
当
額
で
す
。

（
最
高
限
度
額

二
〇
〇
万
円
）

〔
特
別
減
税

の
実

施
方
法
〕

①
給
与
所
得
者

原
則
と
し
て
、
本
年
六
月
及
び

年
末
調
整
時
の
二
回
に
分
け
て
、

給
与
支
払
者
の
も
と
で
還
付
ま

た
は
控
除
し
ま
す
。

②
公
的
年
金
等
の
受
給
者

原
則
と
し
て
、
一
月
か
ら
六
月

ま
で
と
、
七
月
か
ら
十
二
月
ま

で
の
期
間
の
二
回
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
の
最
終
の
支

給
囗
に
還
付
さ
れ
ま
す
が
、
最

終
的
に
は
、
確
定
申
告
に
よ
っ

て
精
算
さ
れ
ま
す
。

③
事
業
所
得
者

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど



の
所
得
税
確
定
申
告
を
し
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
六
年

に
納
付
す
る
予
定
納
税
額
の
減

額
ま
た
は
確
定
申
告
に
よ
り
、

特
別
減
税
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
「
む
つ
税
務
署
」

ま
で

昔
二
二
－

三
二
九
四

な
ど
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
の
た
め
に
、
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
年
金
の
保
険
料

の
免
除
を
受
け
た
期
回
は
、
将
来
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
と
き
、

保
険
料
を
納
め
た
と
き
の
三
分
の

一
と
な
り
、
老
後
に
不
安
が
残
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で

き
た
と
き
に
は
、
満
額
の
年
金
を

受
け
る
た
め
、
免
除
さ
れ
た
期
間

の
保
険
料
を
十
年
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
「
追
納
」
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
ま

で
の
免
除
期
間
は
、
当
時
の
保
険

料
で
納
め
ら
れ
ま
す
が
、
昭
和
六

十
一
年
四
月
分
以
降
の
免
除
期
間

を
追
納
す
る
場
合
は
、
一
定
の
額

を
加
算
し
て
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場
国
民
年
金
係

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「

免

除

」
と
「

追

納

」

‰

バ

オ

レ

パ
づ

ぬ

め
ら
れ
な
い
と
か
、
失
業
や
災
害

平成６年度中に追納する場合

国 民 年 金 相 談 員 に県 知 事

よ り任 命 さ れ まし た。

国 民 年 金 等 にっ い て 聞 き

た い こ と が あ り まし た ら

ご 相 談 くだ さ い 。

横 浜 定 男 さ ん

（３８－２０２３）

島 野 房 子 さ ん

ｒ２Ｒ－ｐＲｎ７`１

ス
ト
ロ
ー
の
先
に
せ
っ
け
ん
液

を
つ
け
て
、
反
対
側
か
ら
ソ
ー
ツ

と
息
を
吹
き
込
む
と
、
光
で
色
づ

い
た
玉
が
飛
ん
で
い
く
ｉ

、し
や

ぼ
ん
玉
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

お
な
じ
み
の
遊
び
で
す
ね
。
と
こ

ろ
で
、
最
近
の
子
ど
も
た
ち
に
聞

い
た
と
こ
ろ
、
し
や
ぼ
ん
玉

は
み
ん
な
が
知
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
し
や
ぼ
ん
と

い
う
言
葉
の
意
味
を
知
ら
な

い
子
が
か
な
り
い
ま
し
た
。

し
や
ぼ
ん
と
い
う
言
葉
は

せ
っ
け
ん
と
い
う
意
味
で
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
ザ
ボ
ン

（
？

鄙
Ｏ
）
が
語

源
で
す
。

お
年

を

召
し
た
方

の
中

に
は
、
し

や
ぼ
ん

と
い
う
言
葉

を
使
っ
て

い
た
記

憶

が
あ

る
人

も
多
い
と
思

い
ま
す

。

し

や
ぼ
ん
が

ポ
ル
ト

ガ
ル

か
ら

伝

来
し
た

の
が

十
六
世
紀
、
し

や

ぼ
ん
玉
遊

び
は
十
七
世
紀

の
は
じ

め
に
、
江
戸

に
し

や
ぼ
ん
玉
売

り

が
登
場
し

た
の
が
最

初
と
い
わ
れ

て
い
ま
す

。
箱
を
首

に
か
け
、

し

や
ぼ
ん
玉
を
吹
き
な
が
ら
、「
玉
や
、

玉
や
」

と
い
っ
て
売
り
歩

く
姿
は
、

江
戸
の
風

物
詩
で
し
た
。

後

に
、

京
都
に
も
し

や

ぼ
ん
玉

売
り
が
現
れ
ま
し
た
。
こ

ち
ら
は
、

「
吹

き
玉
や
、
し

や
ぼ
ん
玉
、
吹

け

ば
五
色
の
色
が
出

る
」

と
い
っ

て

売
り
歩
い
て

い
た

そ
う
で
す
。

最
近
は
、

洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー
、

ボ
デ
ィ

ー
ソ
ー
プ
な
ど
で

も
、
手
軽

に
し

や
ぼ
ん
玉

を
つ
く
っ
て
遊

ぶ

こ
と
が
で
き
ま

す
。

た
だ
し
、
幼

児

が
し
や
ぼ
ん
玉
で
遊

ぶ
と
き
は
、

親
が
一
緒
に
つ
い
て
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
に
注
意
し
た

い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
し
や
ぼ
ん
玉

は
春
の
季
語
で
す
。
し
や
ぼ

ん
玉
の
飛
ぶ
の
を
追
っ
て
空

を
見
上
げ
た
ら
、
そ
こ
に
鳥

の
姿
が
…
…
な
ど
と
い
う
こ

と

も
あ
り

ま
す
。
五
月
十

～
十
六

日

は
、「
愛
鳥
週

間
」
。
野
鳥
と
人
間

の
共
存
す

る
住
み
よ

い
環
境

を
守

っ
て

い
く

こ
と
に
、

関
心

を
も
ち

た
い

も
の
で
す
。



平成６年度 佐井村行政機構図



今月の休診日

１０日（火）
第２火曜日

２４日（火）
第４火曜日

＝佐井診療所＝

ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト（
自
然
写
真
）

撮

影

教

室

動
植
物
や
風
景
等
の
「
自
然
」

を
被
写
体
と
し
た
写
真
撮
影
に
興

味
関
心
の
あ
る
人
が
、
よ
り
満
足

の
い
く
写
真
を
撮
影
す
る
た
め
の

技
術
や
心
構
え
を
、
写
真
家

一

戸
義
孝
氏
か
ら
学
び
、
レ
ン
ズ
を

通
し
た
「
自
然
保
全
」
「
動
植
物

愛
護
」
の
気
持
ち
を
高
め
よ
う
。

■

日

時

五
月
八
日
（
且

雨
天
決
行

一

会

場

県
立
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

及
び
県
民
の
森

梵
珠
山

一

対

象

撮

影

機

材

を

準

備

で

き

、

写

真

撮

影

の
経

験

の
あ

る
方

・

定

員

二

十

五

名
（
定

員

に

な

り

次

第

、

締

め

切

ま

す

。
）

申

し

込

み

は

、

お
問

い
合

わ

せ

は

「
県

民

自

然

ふ

れ
あ

い
セ

ン

タ

１

」

へ

。

昔
○

一
七

二

（
六

二

）

四

五

二

七

八

五

一
〇

お
米
の
安
全
供
給
の
た
め
に

＝
食

糧

庁
＝

三
月
以
降
、
皆
様
に
お
届
け
す

る
主
食
米
の
供
給
量
は
現
在
十
分

に
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
う
ち
の
約
七
割
程
度
（
三
月

は
約
五
割
程
度
）
が
輸
入
米
の
予

定
で
す
。

買
い
置
き
や
買
い
急
ぎ
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
必
要
な
と
き
に
必
要

な
量
の
計
画
的
な
ご
購
入
に
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

①

平
年
の
供
給
量
を
確
保
し
て

い
ま
す
の
で
、
絶
対
量
の
不
足

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
三
月
は
、
緊
急
輸
入
に

よ
る
外
国
産
米
の
確
保
、
輸
入

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
安
全
性
確
認

検
査
な
ど
の
遅
れ
で
平
年
並
の

供
給
量
が
確
保
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
緊
急
措
置
と
し
て
二
十

四
万
ト
ン
の
国
産
米
を
供
給
し

て
平
年
並
の
五
十
万
ト
ン
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

②

よ
り
早
く
お
届
け
す
る
た
め

に
、
輸
入
米
の
輸
送
体
制
を
整

え
ま
し
た
。

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
を
中
心
に
全
国
の
す

み
ず
み
ま
で
、
よ
り
早
く
配
送

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
配
送
量

の
増
大
に
と
も
な
う
緊
急
措
置

と
し
て
、
輸
送
、
倉
庫
業
者
へ

夜
間
、
休
日
稼
働
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

③

安
定
供
給
の
た
め
に
、
国
産

米
と
輸
入
米
の
ブ
レ
ン
ド
を
中

心
に
お
届
け
し
ま
す
。

国
産
米
な
ど
特
定
種
類
の
お

米
に
需
要
が
集
中
し
、
不
公
平

が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

皆
様
に
は
国
産
米
と
輸
入
米
と

の
ブ
レ
ン
ド
米
を
中
心
に
輸
入

米
の
単
品
販
売
を
含
め
て
、
多

様
な
品
質
、
価
格
で
お
届
け
し

ま
す
。

④

売
り
お
し
み
や
高
価
格
で
の

販
売
が
な
い
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク

体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。
食
糧

事
務
所
と
都
道
府
県
に
よ
る
全

国
の
販
売
関
係
者
へ
の
特
別
巡

回
指
導
を
強
化
し
て
お
米
が
円

滑
に
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
に
、
「
①
三
月
分
の

国
産
米
の
追
加
供
給
」
、
「
②
輸
入

米
の
迅
速
な
輸
送
体
制
づ
く
り
」
、

「
③
国
産
米
と
輸
入
米
の
ブ
レ
ン

ド
指
導
の
徹
底
」
、
「
④
お
米
の
流

通
と
価
格
の
監
視
体
制
の
強
化
」

と
い
う
四
つ
の
活
動
に
よ
り
、
お

米
を
公
平
に
安
定
的
に
皆
様
の
お

壬

兀
に
届
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ご
不
明
な
点
や
ご
不
審
な

点
は
お
近
く
の
食
糧
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
米
一
一
〇
番
」

○
一
七
七
－

七
七
－

一
八
五
石

七
五
－

ニ

ー
五
一

（
青
森
食
糧
事
務
所
）



「
赤
十
字
フ
ェ
ス
タ
９４

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
５
・
８
」

を
開
催
し
ま
す

五
月
八
日
の
世
界
赤
十
字
デ
ー

を
契
機
に
、
赤
十
字
の
事
業
等
を

よ
り
多
く
の
県
民
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
五
月
八
日
（
旦

午
前

十
時
か
ら
「
赤
十
字
フ
ェ
ス
タ
９４

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
５
・
８
」
を
開

催
し
ま
す
。

当
日
は
、
青
空
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
を
け
じ
め
、
健
康
相
談
、
日

本
赤
十
字
社
グ
ッ
ズ
販
売
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
日
本
赤
十
字

社
青
森
県
支
部
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

〒
○
三
〇

青
森
市
長
島
一
丁
目

三
番

言
万

昔
○
一
七
七
－

二
二
－

二
○
一
一

家
内

労

働

旬

間
展

開

さ
れ

る

五
月
二
十
一
日
？
三
十
一
日

『
仕
事
と
工
賃

家
内
労
働
手
帳
で
確
認
を
！
』

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
家
内
労

働
法
の
周
知
徹
底
と
家
内
労
働
者

（
内
職
者
）
の
労
働
条
件
の
向
上

と
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
労

働
省
主
唱
に
よ
る
家
内
労
働
旬
間

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

委
託
者
は
、
家
内
労
働
手
帳
を

交
付
し
、
最
低
工
賃
を
守
り
ま
し

内
職
者
は
、
家
内
労
働
手
帳
の

受
領
と
記
入
事
項
の
確
認
を
し
ま

な
お
、
句
間
中
、
青
森
労
働
基

準
局
で
は
家
内
労
働
相
談
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
、
家
内
労
働
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
青
森
労
働
基
準
局

賃
金
課
（
○
一
七
七
上

二
四
－

四

一
一
一
内
線
二
四
・
二
五
）
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

屋 外 放 送 設 備 整 備

＝コミ ュ ニ テ ィ事 業 ＝

財団法人自治総合センターは、宝くじ普及事業費を財

源とし、地域コミュニティ活動等に助成し、コミュニテ

ィの健全な発展を図るとともに宝＜じの普及広報事業を

行っています。

この度、平成５年度一般コミュニティ助成対象事業と

して、佐井村が取り組んでいるむらおこし事業の円滑な

運営が図られるよう、屋外放送設備の購入整備力収択

され、アルザスに納品されました。

今後、ラブリーさい販売１０周年記念イベントをはじめ

とし、地域住民が主体性、連帯性をもって行うむらおこ

し事業に活用していきたいと思います。

初 心 者 歓 迎

ソ フ ト テ ニ ス 教 室

参 加 者 募 集 の お 知 らせ

コートを渡るすがすがしい５月の風を感じなが

らあなたもソフトテニスをしま甘んか？

怛例のソフトテニス教室が、今年も県内でも指

折りのコーチを迎え開催されます。初心者はもち

ろんこれから初めようと恣っている人、上級者の

方もぜひとも参加して下さい。

日 時 ５月７日（土）

午後ＩＥ持３０分～午後３時３０分

８日（日）

午前９時３０分～午前１１時３０分

場 所 ５月７日（土）

佐井中学校体育館

８日（日）

オートレストパーク テニスコート

申 込 佐井村教育委員会 Ｑ３８－４５０６

（当日参加ＯＫ）

＊テニスラケット、テニスシューズはご用意下さ

い。（ラケットのない人はお貸致します。）

佐井村消防団

定 期 観 閲 式

日時 ５月１６囗（月）

午前９時～

場所 アルザス前駐車場



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

５ 月１日現 在

交通事故死ゼ囗

３，８４０日

春

の
交
通

安
全
運
動

に

つ
い
て

佐
井
村
交
通
安
全
毋
の
会

四
月
六
日
（
水
）
か
ら
四
月
十

五
日
（
金
）
ま
で
、
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
新
学
期
に
伴
う
園

児
、
児
童
の
行
動
の
活
発
化
に
よ

つ
て
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
こ
の
運
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。

四
月
八
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま

で
六
日
間
交
通
安
全
関
係
者
、
学

校
の
先
生
、
母
の
会
会
員
等
の
協

力
を
得
て
各
所
に
立
ち
登
校
時
の

街
頭
指
導
を
行

い
ま
し
た
。

乂
、
四
月
八
日
か
ら
四
月
二
十

日
ま
で
、
小
学
校
の
先
生
、
保
護

者
、
毋
の
会
会
員
の
協
力
を
得
て
、

実
際
に
道
路
を
歩
き
危
険
な
個
所

や
横
断
歩
道
等
に
お
け
る
道
路
の

横
断
の
し
か
た
な
ど
下
校
時
の
歩

行
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

街
を
歩
い
て
い
る
人
、
車
を
運

転
し
て
い
る
人
で
、
子
供
達
が
あ

ぶ
な
い
よ
う
な
時
に
は
、
遠
慮
し

な
い
で
、
一
言
声
を
か
け
て
あ
げ

て
下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
気
候
を
和
ら
ぎ

花
見
等
お
酒
を
飲
む
機
会
が
ふ
え

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

お
酒
を
飮
ん
だ
ら
車
に
は
絶
対

乗
ら
な
い
で
下
さ
い
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
と
び
だ
す
な

ひ
と
息

つ
い
て

み
ぎ
ひ
だ
り
」

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県 内 の 交 通 事 故 概 況（こ９ ６年） 青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。

交通マナー・アップ 青森 ９４運動

春季 平成６年５月１日～ ６月３０日 秋季 平成６年１０月１日～１０月３１日

運動の重点

○「ゆとり」と「ゆすり合い」のある交通行動の励行

スローガン ～ 心のゆとりが 身を守る～

毎月１日は交通安全家庭の日 １０日、２（）日、３０日は交通事故ゼロの日

シートベルト しめる心が 身を守る



新鮮な魚の選び方

＝エラの 色と

馥の譚カガ

目 安＝

新
鮮
な
魚
の
選
び
方
は
、
魚
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
多
少
の
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
な
ポ
イ
ン

ト
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

鮮
度
を
見
分
け
る
第
一
の
場
所

は
、
エ
ラ
で
す
。
「
魚
は
エ
ラ
か

ら
腐
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

魚
を
腐
ら
せ

る
緇
菌
類
が
、
エ
ラ

か
ら
入
る
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、

壬
フ
が
く
す
ん
だ
灰
色
っ
ぽ
い
色

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
魚
は
、
鮮

度
が
落
ち
て
き
て
い
る
証
拠
で
す
。

鮮
紅
色
し
か
エ
ラ
の
魚
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

次
に
、
魚
の
腹
を
指
で
軽
く
触

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
腹
が
柔
ら

か
い
も
の
は
、
鮮
度
が
悪
い
と
い

え
ま
す
。
腹
が
張
っ
て
い
る
魚
は
。

。死
後
硬
直
万
が
ま
だ
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
時
間
が
経
過
す
る

と
柔
ら
か
く
な
り
、
腹
が
ブ
ヨ
ブ

ヨ
し
て
き
ま
す
。
腹
が
裂
け
た
魚

は
古
い
魚
で
す
。

ウ
ロ
コ
を
も
つ
魚
は
、
び
っ
し

り
と
ウ
ロ
コ
が
付
い
て
い
て
、
そ

の
う
え
表
面
が
み
ず
み
ず
し
く
光

沢
の
あ
る
魚
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

表
面
が
ヌ
メ
ヌ
メ
し
て
い
た
り
、

ウ
ロ
コ
が
あ
ち
こ
ち
は
げ
落
ち
て

い
た
り
す
る
魚
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

逆
に
ウ
ロ
コ
の
な
い
魚
は
、
ヌ

メ
ヌ
メ
し
て
い
る
も
の
ほ
ど
新
鮮

で
す
。
こ
れ
ら
の
魚
は
、
粘
液
で

表
面
を
保
護
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
新
鮮
な
も
の
ほ
ど
ヌ
ル
ヌ

ル
し
て
い
る
の
で
す
。

魚
の
目
も
、
鮮
度
が
い
い
か
悪

い
か
を
見
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
当
然
で
す
が
、
新
鮮
な
魚
は

目
が
澄
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
濁
っ
て
き

た
り
、
赤
黒
く
血
が
混
じ
っ
た
り

し
て
き
ま
す
。

〃
目
は
囗
ほ
ど
に

物
を
言
う
が
で
す
ね
。

切
り
身
の
魚
は
、
身
の
締
ま
り

具
合
が
ポ
イ
ン
ト
。
血
合
い
と
身

の
区
別
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
、

身
に
弾
力
が
あ
り
つ
や
が
あ
る
魚

が
新
鮮
で
す
。
血
が
に
じ
ん
で
い

た
り
、
汁
が
皿
に
た
ま
っ
て
い
る

も
の
は
、
鮮
度
が
落
ち
て
き
て
い

る
魚
と
判
断
し
て
も
い
い
で
し
よ

満１饑になります

横 浜 和 之 ち４

（弘・みさ子）磯 谷

溝 江 大 翔 ち４

（正晴・ゆかり）古佐井

戸籍の窓口
４月１４日現在

○お誕生おめでとう

館 脇 祐 太 （健一） 矢 越

宮 川 元之輔 （英徳） 大佐井

津 田 将 平 冂呆） 大佐＃
Ｏご結婚おめでとう

（大 坂 猛 雄 長 後
高 瀬 ひとみ 岩 手 県

（木 下 研 風間浦村
東 出 美保子 磯 谷

（佐 藤 昇 原 田
柳 田 明 子 原 田

（成 田 重 彦 秋 田 県
田 中 明 美 福 浦

（横 浜 芳 彦 磯 谷

畠 中 隆 子 大 佐 井

（大工町 一 洋 鹿児島県
越 膳 由希子 福 浦

（大 畑 尚 古 佐 井
宮 本 千 秋 大 間 町

（小 谷 勉 大 間 町
加 ．藤 恭 子 原 田

（田 中 新 吾 矢 越
島 野 良 子 大 佐 井

（北 川 勝 義 古 佐 井
橋 本 清 美 東 京 都

Ｏおくやみ申し上げます

越 膳 力 松（ す な ）福 浦

松 谷 とみゑ（ 元 成）大佐井

下 山 きみよ（荒川政勝）川 目

３月３１日現在人口（前月比）

男 １，７４５（－３０）

女 １，７５９（－３２） ．

計 ３，５０４（－６２）

世帯数 １，０８４（－２６）
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